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先

哲

叢

談

緊

議

松
永
尺
五

（
巻
之
ヒ
）

松
永
：
平
安
人

名
を
返
年
、
字

を

と

す

る

の

は

、
永
田

観
捻

『
煕
朝
仙
林
姓
名
録
』
（
明
和
六
年
刊
）
の
「
名
返
年
、
字

ロ
ii-
‘
呻
班
い
八
丘
堂
、
別
賊
誠
習
堂
主
人
、
京
師
人
」
と
あ
る
記
述

に
．
致
す
る
。
ま
た
、
宇
都
宮
遁
庵
の
『
11
本
占
今
人
物
志
』

（究
文
九
年
刊
）
巻
丘
ー
六
の

「
松
永
昌
三
伝
」（
以
下

「昌一―-

伝
」
と
略
す
）
に

「
小
名
呂
三
郎
」
と
あ
る
。
尺
五
に
は
、
そ
の

孫
口
い
琳
が
父
呂
易
の
命
に
よ
っ
て
編
ば
し
た
も
の
と
、
尺
五
の
門

人
沌
川
呂
楽
が
尺
丘
の
息
栄
『一
の
依
頼
に
よ
っ
て
編
鉦
し
た
も
の

と

の

一種
類
の

『
尺
丘
先
生
全
集
』
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
収
め

雅

俗

の

会

ら
れ
て
い
る
琳
撰

「
尺
五
堂
恭
倹
先
生
行
状
」
（
以
下
、
晶
琳

「
行
状
」
と
略
す
）
と
、
昌
楽
撰
「
尺
五
堂
恭
倹
先
生
行
状
」

（以
下
、
昌
楽
「
行
状
」
と
略
す
）
と
で
は
、
共
に

「
諒
晶
一r
、

連

載

そ

の
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小
字
瑕
年
」
と
す
る
。

尺
五
父
…
幽
斎
松
永
貞
徳
。
歌
人
・
俳
諧
師
。
承
応
二
年
没
、

享
年
八
十
三
。
幽
斎
へ
の
師
事
に
つ
い
て
は
、
昌
楽
「
行
状
」
に

「
師
細
川
玄
旨
受
古
今
集
之
伝
授
」
と
あ
る
。
ま
た
、
貞
徳
の

『
戴
恩
記
』
上
巻
に
「
添
く
も
丸
が
若
年
よ
り
歌
学
を
仕
り
奉
り

し
は
、
九
條
禅
定
殿
下
•
細
川
玄
旨
法
印
な
り
」
と
あ
る
。
細
川

幽
斎
は
武
将
・
和
学
者
・
歌
人
。
慶
長
十
五
年
没
、
享
年
七
十
七
゜

尺
五
師
…
強
識
昌
琳
．
昌
楽
両
「
行
状
」
に
「
自
八
歳
読
書

精
勤
敦
篤
日
夜
不
倦
、
出
父
之
歌
海
入
師
之
儒
林
、
従
事
干
妙
寿

院
捏
腐
公
」
と
あ
り
、
ま
た
「
昌
三
伝
」
に
「
師
事
捏
腐
藤
先
生

篤
志
子
学
、
到
諸
子
九
流
及
五
千
之
貝
典
靡
不
検
閲
突
」
と
あ
る
。

藤
原
捏
腐
は
儒
者
。
元
和
五
年
没
、
享
年
五
十
九
。
愧
腐
の
祖
父

冷
泉
為
豊
は
尺
五
の
曽
祖
母
の
兄
弟
に
あ
た
る
。
捏
腐
の
三
十
三

回
忌
に
当
っ
て
尺
五
が
賦
し
た
五
言
律
詩
一
首
が
両
『
尺
五
先
生

全
集
』
巻
一
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

年
十
八
…
講
大
学
「
昌
三
伝
」
に
「
初
十
八
歳
謁
豊
臣
右
僕

射
秀
頼
講
大
学
」
と
あ
る
。
梵
舜
『
舜
旧
記
』
の
慶
長
十
五
年
十

一
月
十
一
日
の
項
に
「
伏
見
片
桐
市
正
殿
へ
罷
、
賓
憧
坊
息
典
三

郎
令
同
道
、
市
正
殿
へ
證
申
入
候
也
」
と
、
ま
た
慶
長
十
九
年
六

月
二
十
五
日
の
項
に
は
「
三
條
ノ
昌
三
来
、
市
正
殿
へ
書
状
依
所

望
遣
也
、
大
坂
之
屋
敷
之
義
也
」
と
あ
る
。
賓
憧
坊
は
貞
徳
。
典
三

郎
は
尺
五
の
別
称
。
片
桐
市
正
は
片
桐
且
元
。
小
高
敏
郎
氏
は
こ

れ
ら
の
記
事
に
つ
い
て
、
「
秀
頼
に
対
す
る
昌
三
の
講
義
か
何
か

で
、
梵
舜
が
紹
介
の
労
を
と
り
、
片
桐
且
元
と
交
渉
」
し
、
「
大
坂

之
屋
敷
」
と
は
尺
五
が
大
坂
へ
講
義
に
赴
い
た
折
の
宿
舎
で
は
な

い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
（
参
）
小
高
敏
郎
『
松
永
貞
徳
の
研
究
』

既
而
至
：
待
之
「
昌
三
伝
」
に
「
遊
加
州
、
大
守
以
賓
證
渥

遇
之
突
」
と
あ
り
、
ま
た
両
「
行
状
」
に
「
蒙
賀
能
越
三
国
大
守

恩
顧
、
隔
年
至
」
と
あ
る
。
『
尺
五
先
生
全
集
』
所
収
の
諸
作
品

よ
り
、
少
く
と
も
寛
永
四
・
八
・
十
五
・
十
七
・
十
九
・
ニ
十
、

慶
安
三
、
明
暦
二
年
の
各
年
に
は
尺
五
は
加
賀
に
赴
い
て
お
り
、

そ
れ
以
外
に
も
製
作
年
次
は
不
明
な
が
ら
、
加
賀
、
或
い
は
加
賀

へ
の
途
次
で
の
作
品
が
多
数
見
ら
れ
る
。
但
し
、
「
行
状
」
に

「
列
園
之
諸
候
以
緑
緬
者
多
突
、
先
生
従
父
命
且
憚
定
省
之
虚
而

不
就
任
」
と
あ
る
よ
う
に
、
尺
五
は
生
涯
仕
官
は
せ
ず
、
あ
く
ま

で
も
賓
客
と
し
て
諸
国
に
招
か
れ
た
。
こ
の
時
期
の
加
賀
藩
主
は

第
二
代
前
田
利
常
、
第
三
代
光
高
、
第
四
代
綱
紀
に
当
る
が
、
正

保
二
年
に
光
高
が
没
し
た
際
の
弔
詩
五
律
四
首
の
序
で
尺
五
は
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「
羽
撒
四
岡
、
漁
颯
氷
見
浦
、

亦
従
之
…
…
使
予
讃
孟
子
井

性
理
字
義
、
評
訂
公
孫
丑
万
章
之
徒
難
義
答
問
、
窺
測
程
朱
北
渓

之
理
学
淵
…
…
間
歳
、
回
鸞
施
迎
予
講
演
古
博
」
（
両
『
尺
五
先

生
全
集
』
巻
一
）
と
そ
の
厚
遇
ぶ
り
を
述
べ
て
い
る
。

板
倉
侯
…
聴
其
説

「
昌
三
伝
」
に
「
京
手
板
倉
防
州
剌
史
数

聴
罷
他
及
軍
占
等
之
講
、
特
加
優
稔
」
と
あ
る
。
板
倉
周
防
守
重

宗
、
明
暦
二
年
没
、
享
年
七
十

一。

元
和
六
年
か
ら
承
応
三
年
ま

で
京
都
所
司
代
に
在
職
。

遂
為
地
…
是
也

昌
琳
「
行
状
」
に
「
＋
四
年
丁
丑
先
生
歳
四

十
五
、
京
兆
手
大
理
評
事
板
倉
氏
周
防
守
謂
先
生
日
、
二
條
東
門

外
鄭
問
有

一
閑
地
、
此
我
父
伊
州
大
守
之
所
営
也
、
今
将
典
子
、

請
子
遷
居
焉
、
先
生
往
相
依
地
勢
巖
憫
門
将
臨
堀
川
真
可
容
千
害

生
突
…
先
生
移
此
宅
、
乃
自
琥
講
習
堂
」
と
あ
る
（
昌
楽
「
行
状
」

も
ほ
ぼ
同
内
容
）
。
丁
丑
は
究
永
十
四
年
。
父
伊
州
大
守
は
板
倉

伊
賀
守
勝
重
。
講
習
堂
は
以
後
松
永
家
の
家
塾
と
し
て
代
々
継
承

さ
れ
て
い
っ
た
が
、
天
明
八
年
の
火
災
に
よ
り
家
屋
は
消
失
、
更

に
明
治
二
十
二
年
に
廃
校
に
な
っ
て
い
る
。

木
下
順
蓑

儒
者
。
元
禄
十

一
年
没
、
享
年
七
十
八
。
尺
五
の

門
人
。
（
伝
）
木
下
寅
亮
撰
「
木
恭
靖
先
生
誌
」
、
同
人
撰

漢
詩
人
。
寛
文
十
二
年
没
、

年
九
十
。
尺
は

集
』
に
序
を
与
え
て
お
り
、
ま
た
『
尺
五
先
生
全

』
に
は
丈
山
と
の
雅
交
に
於
い
て
生
ま
れ
た
詩
が
多
数
収
め

ら
れ
る
。
（
伝
）
人
見
竹
洞
撰
「
東
渓
石
先
生
年
諮
」
野
間
三
竹

撰

「

聘

六

六

山

人

詩

銘

」

「

聘

ハ

六

山

人

行

状

」

石
川
丈
山

山
の
『

「
錦
里
先
生
小
伝
」
（
『
錦
里
先
生
文
集
』
）

作
頌
頑：・
二
首

五
言
古
詩
は
『
錦
里
先
生
文
集
』
（
究
政
二

年
刊
）
巻

一
、
七
言
律
詩
は
巻
三
に
収
録
。
但
し
五
言
古
詩
の
序

に
「
炭
安
紀
元
源
京
兆
請

一
畝
地
於
南
内
傍
、
使
尺
五
松
先
生
築

講
堂
教
授
鷹
紳
士
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
詩
は
際
は
慶

安
元
年
の
尺
五
堂
落
成
を
賀
し
た
も
の
。

先
生
：
．流
芳

〈
本
文
異
同
〉
な
し
。
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宇
都
宮
遁
庵

仰
者
。
宝
永
六
年
没
、

順
庵
作
：・

二
首

『
錦
里
先
生
文

土
年
七

』
巻
こ
ヽ

七゚言
排
律
「
奉

文
異
同
〉
従
央
ー
縦
央
゜

（『
新
編
醤
集
』
年
諮
、
附
録
巻

）

「石
川
丈
山
年
諮
樅
」
（
『
跡
見
学
園
女
子

ー
七
号
）

燕
賀
詩
『
覆
漿
集
』
（
寛
文
十

一
年

刊

）

巻

、

『
新
編

醤
集
』
（
延
宝
四
年
刊
）
巻
三。

七
言
古
詩
。

こ
の
詩
も
尺
五
碑

新
築
の
際
の
も
の
。

慶
安
…
宅
也

〈

（参）

IJ
川
武
彦

学

紀

要

』

四

i

「
除
夜
賦
」

哭
尺
五
先
生
五
十
韻
」
、
同
巻
七
言
近
体

「
奉
慰
尺
五
先
生
苫
塊
」。

而
順
惹
：・
不
可
指
数

『
錦
里
先
生
文
集
』
序
（
天
明
七
年
柴

野
栗
山
撰
、

一
部
は
『
先
哲
汲
談
』
の
木
下
順
庵
の
項
に
引
用
）

に

「盛
突
錦
里
先
生
門
之
得
人
也
」
と
あ
る
。
元
宝
之
際
は
元
称

か
ら
宝
永
に
か
け
て
を
指
す
。

丁
其
…
有
詩
『
蓮
庵
詩
集
』

（正
徳
三
年
刊
）
巻
二
「
己
巳

六
月
二
日
先
師
松
先
生
三
卜
三
年
之
諒
日
也
独
過
坦
磁
有
感
賦
」
。

先
生
学
…
孤
墳

〈
本
文
異
同
〉
な
し
。

過
講
習
堂
七
律

『
遁
庵
詩
集
』
巻
六
゜

講
堂
…
晉
恩

〈
本
文
異
同
〉
な
し
。

安
東
省
蕎

悩
者
。
元
緑
十
四
年
没
、
享
年
八
十
。
本
号

「安

東
省
荷
」
の
条
参
照
。

亦
初
学
於
尺
五

尺
五
の
七
律
「
送
省
庵
」（
承
応
三
年
正
月

作
、
昌
琳
編
『
尺
五
先
生
全
集
』
巻
二
）
の
序
に
「
安
束
氏
省
庵

秀
才
紫
陽
人
也
、
頃
歳
儀
屋
於
鐙
穀
下
、
敲
碓
子
吾
堵
庭
、

子
絃
」
と
あ
る
よ
う
に
、
尺
五
へ
の
入
門
は
炭
安
二
年
、
ニ

歳
の
時
。

有
賦

『
省
庵
先
生
遣
集
』
（
享
保
六
年
序
）
巻

揮
師
…
雑
t

〈
本
文
異
同
〉
な
し
。

A 
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日
本
詩
史

江
村
北
海
著
。
明
和
八
年
刊
。
五
巻
三
冊゚

常
山
楼
葦
餘

湯
浅
常
山
著
。
天
明
五
年
刊
。

三
巻
三
冊゚

（
マ
マ

）

尺
五
：
講
春
秋

『
日
本
詩
史
』
巻
三

「
承
保
中
勅
以
布
衣
召

講
春
秋
経
」
。
『
常
山
楼
筆
餘
』
巻
三

「
天
子
召
し
て
春
秋
を
講

し
さ
せ
た
ま
ふ
、
布
衣
の
士
に
か
A
る
寵
遇
は
類
竿
な
る
事
に
そ
」
。

「昌
三
伝
」
及
び
「
行
状
」
に
同
内
容
の
記
事
は
見
ら
れ
な
い
が
、

昌
琳
「
行
状
」
に
「
三
年
庚
寅
奉
詔
撰
草
占
抄
水
仙
花
詩
註
等
、

京
兆
手
周
防
守
批
之
欲
授
仰
官
、
先
生
安
天
爵
而
不
肯
也
、
以
布

衣
交
伐
位
低
官
之
人
、
以
家
事
不
自
累
」
（
昌
楽
「
行
状
」
も
ほ

ぽ
同
内
容
）
と
あ
る
の
に
関
連
す
る
か
。
庚
寅
は
炭
安
三
年
。
な

ぉ
、
正
保
天

f
は
第
面
十
代
後
光
明
天
皇
（
在
位
究
永
二
十
年

i

承
応
1

＿一
年）
。
そ
の
御
製
詩
集
『
鳳
喘
集
』
所
収
の

「
日
本
二
十

四
孝
佼
他
」
（
滝
川
畠
楽
）
に

「
（
尺
五
堂
に
）
松
永
昌
三
ヲ
居

子
皇
孫
官
家
武
緋
ノ
紐
ヲ
學
文
ノ
為
二
四

g
五
罷
百
家

ラ
シ
メ

六
十
六
：・
乙
未
也

〈
本
文
異
同
＞
歳
ー
歳
而
也
ー
也
突
。

人
物
史
…
遁
苺
撰

『
日
本
古
今
人
物
史
』
序
（
究
文
八
年
山

科
長
安
撰
）
に
「
頃
有
人
物
史
幾
巻
刻
梓
、
不
知
何
人
之
撰
也
」

と
あ
る
。
遜
惹
と
『
日
本
古
今
人
物
史
』
に
つ
い
て
、

『
文
会
雑

記
』
（
湯
浅
常
山
天
明

二
年
序
）
巻
三
—

F

に
「
平
安
ノ
偏
者

宇
都
宮
由
的
日
本
人
物
志
ヲ
著
、
ソ
テ
其
中
二
中
川
瀬
兵
衛
梢
秀
ヲ

切
支
丹
オ
チ
ノ
人
ナ
リ
ト
占
タ
リ
0

ヨ
ッ
テ
中
川
氏
ノ
有
司
官
ヘ

コ
ト
ハ
リ
テ
板
行
ヲ
絶
、
ソ
由
的
ハ
別
條
ナ
シ
。
」
と
あ
る
。

巳
巳
：

諒
日
也

〈
本
文
異
同
＞
巳
巳
—
己
巳
松
永
先

松
先
生
。
前
出
の
巻
一一
の
七
言
律
詩
の
序
の
部
。

ノ
書
ヲ
誦
拍
セ
、
ソ
ム
」
と
あ
る
。

逓
苺
撰
本
偉

「

三
伝
」
を
指
す
。
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不
知
執
其
賓
也

明
暦
乙
未
は
元
年
、
丁
酉
は
一
ー一
年
。
「
行
状
」

は
尺
五
没
を
明
暦
三
年
六
月
二

n
の
こ
と
と
し
、
ま
た
、
京
都
本

国
寺
の
尺
五
の
基
の
裏
面
に
も

「
明
府

ー
ヵ
年
六
月
二
日
」
と

刻
す

（『
原
都
名
家
項
硲
録
』）。

安
東
省
華

（
巻
之

（関
澤
智
子
）

安
東
守
約
：
柳
河
候

安
東
守
勾
撰

「省
竜
先
生
行
状
」（『
史

氏
備
考
』
初
集
五
、
以
下
「
行
状
」
と
略
す
）
に
「
先
生
誨
守
約
。

字
魯
黙
。
省
俺
其
腫
。
別
稲
趾
齊
。
姓
安
束
氏
。
父
名
親
梢
。
踵

了
均
。
母
小
野
氏
。
世
柳
川
人
。
有
男
二
人
。
先
生
其
―
一
子
。
元

和
八
年
壬
戌
正
月
卜
八

n生
焉
」
と
あ
る
。
初
名
守
正
に
つ
い
て

は
「
行
状
」
も
「
安
東
省
俺
先
生
之
筵
表
」（『
史
氏
備
考
』
初
集

五
、
以
下
「
磋
表
」
と
略
す
）
も
触
れ
る
所
が
な
い
。
『
熙
朝
仰

林
姓
名
録
』（
明
和

ーノ
年
刊
）
に
「
初
名
守
正
、
後
改
守
約
」
、

『
諸
家
人
物
誌
』（
究
政
四
年
刊
）
に

「
初
メ
ノ
名
ハ
守
正
後

二

守
約
卜
更
ム
省
商
ハ
号
ナ
リ
」
と
あ
り
、
あ
る
い
は
こ
れ
ら
の
記

述
に
従

っ
た
も
の
か
。
な
お
柳
川
古
文
淋
館
蔵
安
束
家
系
滸
の
省

倦
条
に
も

「
守
正
」
の
名
は
見
え
な
い
。
た
だ
し
、
同
館
蔵
安
東

家
史
料
の

『

卜
五
代
記
』
（
写
本
）
に
は

「
守
正
」
の
名
が
見

え
る
。
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明
層
乙
未
：．
師
焉

乙
は
明
暦
元
年
。
省
猫
が
舜
水
に
師
事

し
た
の
は
万
治
二
年
で
、
明
暦
元
年
に
舜
水
は
来
朝
し
て
い
な
い
。

こ
の
年
、
省
痣
は
上
京
し
て
伏
原
公
に
ま
み
え
、
ま
た
保
科
侯
に

も
会
し
て
い
る
（
「
行
状
」
）
。
念
斎
が
明
暦
元
年
と
し
た
根
拠
は

未
詳
。興
孫
男
鍛
仁
書

『
舜
水
先
生
文
集
』
（
正
徳
五
年
刊
）
巻
一

所
収
。日
本
禁
留
：
．
汝
不
能
也

〈
本
文
異
同
＞
二
百
石
ー
武
百
石

朱
敏
仁

朱
舜
水
の
孫
。
「
名
敏
仁
天
生
其
字
也
延
宝
六
年
戊

午
来
長
崎
探
知
相
公
消
息
数
年
後
又
来
時
相
公
已
没
」
（
「
行
状
」

割
注
）
。

省
蕎
：
松
永
尺
五

「
慶
安
二
年
。
先
生
年
二
十
八
。

慨
然

起
。
初
遊
学
於
京
師
。
師
事
尺
五
先
生
°
氏
碑
5
葬
罪
詰
蘇
」

（
「
行
状
」
）
。

松
永
尺
五

偏
者
。
松
永
貞
徳
の
子
。
藤
原
捏
窟
門
。
本
号

「
松
永
尺
五
」
の
条
参
照
。

尺
五
没
：
見
舜
水
託
業

尺
五
の
没
し
た
の
は
明
暦
三
年
六
月

二
日
。
万
治
二
年
は
そ
の

二
年
後
ゆ
え
「
五
年
」
と
は
な
ら
な
い
。

「
行
状
」
の
慶
安
二
年
の
項
（
前
引
）
に
続
け
て
、

「
承
応
三
年
。

省
父
帰
郷
。
月
餘
往
長
崎
。
与
戴
焚
公
相
唱
酬
」
と
あ
り
、
炭
安

二
年
の
五
年
後
が
承
応
三
年
に
当
る
の
で
、
混
乱
を
き
た
し
た
も

の
か
。伊
藤
東
涯
…
巨
儒

『
紹
述
先
生
文
集
』
巻
十
五
「
題
貝
原
翁

及
妻
某
氏
字
帖
」
に
「
前
時
海
之
西
有

一
巨
伯
日
省
惹
先
生
」
と

あ
る
に
拠
る
か
（
源
了
闘

•

前
田
勉
訳
注
『
先
哲
設
談
』
〈
平
凡
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「
古
年
表
」
に
は
「
識
者
以
為
関
西

人」

ーー。未

有
レ
レ

省
蕎
年
過
四
十
…
肪
孝
道

「
野
契
年
過
．
四
十

室
使
蹄
七
之
老
父
ヲ
y

0

H
夕
目
レ
此
為
T

憂
卜
。
非
レ
所
ー
・
目
為

p

孝
卜
也
。
孝
道
一
ヒ
栃
レ
ハ
面
事
皆
為
枝
葉
」
（
『
舜
水
先
生
文

集
』
巻
十
二
「
興
安
束
守
約
十

一
首
」
の
十
）
に
拠
る
。

四
十
三
…
浄
泣
殆
絶

「
予
牢
落
多
年
、
年
四
十
一
＿
＿
始
得
二

妾
、
五
年
出
レ
之
、
非
レ
有
天
故

、
不
レ
得
レ
已
也
、
彼
産
r
-

―

子
．、
嫡
子
萬
蔵
三
歳
而
夭
、
弟
危
二
郎
方
二
歳
、
乳
二
於
彼
＼

彼
不
レ
忍
一棄
去

．呑
レ
士
戸
側
側
曰
、
去
年
死
二
別
於
瓜
蔵

ー、
今
年

生
別
於
化
児
、
人
問
は
府
此
悲
乎
、
泣
血
数
日
不
《
食
不
ノ

襄
形
容
慨
疫
気
将
レ
絶
突
」
（
『
省
荷
先
生
遺
集
』
巻
八
「
慈
狛

操
汁
序
」
）
に
拠
る
。

韓
文
公
別
鵠
操

韓
愈
の
『
韓
昌
黎
集
』
巻

一
所
収
。

慈
鶉
操
詩

『
省
砲
先
生
遺
集
』
巻
八
所
収
。

雄
鶉
不
営
巣
…
傍
母
飛

〈
本
文
異
同
〉
な
し
。

妾
生
二
男
子
…
有
此
作

前
引
の
「
慈
犯
操
井
序
」
に
拠
る
。
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扇
銘
序

『
省
槌
先
生
遺
集
』
巻
一
「
扇
銘
井
序
」
。

一
日
訪
：

輔
威
風

〈
本
文
異
同
＞
熱
不
可
堪
—
火
発
熱

堪
。
渇
甚
ー
主
公
渇
甚
゜

石
松
翁

省
癒
の
父
弥
三
右
衛
門
親
消

・
兄
喜
介
親
政
と
同
じ

立
花
ゼ
岐
守
組
に
「
石
松
安
兵
衛
」
の
名
が
見
え
る
（
柳
川
古
文

古
館
蔵
立
花
家
文
占
「
有
馬
原
御
陣
着
到
井
覚

iF」
)
。
な
お
大
組

頭
の
十
時
摂
律
他
の
人
名
や
日
付
も
、
立
花
家
文
占
中
の
島
原
出

陣
関
係
文
占
で
災
付
け
が
と
れ
る
。

有
文
事
者
必
有
武
備

『
史
記
』
孔
子
世
家
に
「
臣
聞
、
有
文

事
者
必
有
武
備
、
有
武
事
者
必
有
文
備
」
と
あ
る
。

可
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告
男
守
直
遺
訓

『
省
荷
先
生
遣
集
』
巻
七

「
元
禄
戊
寅
告

守
直
文
遺
訓
」。

守
腹
は
安
束
個
庵
。
省
避
の
子。

柳
川
藩
伯
゜

元
禄
十
五
年
、
三
卜
六
歳
没
。

我
無
オ
…
序
等

〈
本
文
異
同
〉
な
し
。

五
井
持
軒

（
巻
之
四
）

（久
保
田
啓

条
で
は
、

と
し
て
①
五
井
蘭
州
撰

『
弟
助
篇
』
所
収

「
持
軒

先
生
行
状
」（
懐
徳
堂
文
庫
所
蔵
）‘
②
伊
藤
長
胤
撰

「持
軒
先
生

五
井
君
筵
碑
銘
」（
『
史
氏
備
考
』
巻
六
、

『
市
実
文
編
』
巻
二
十

七
、

『
紹
述
先
生
文
集
』
巻
十
三）
‘
③
梁
田
蜆
巖
撰

「
持
軒
先

生
伝
」（
『
史
氏
備
考
』
巻
六
、

『
小
実
文
編
』
巻
ニ
ト
七
、

『
蜆

集
後
編
』
巻
六
）
を
注
釈
と
し
て
用
い
る
。
①
を

「行
状
」
、

②
を

「鉦
碑
銘
」
、
③
を

「伝
」
と
略
称
し
、
②
⑦
）に
つ
い
て
は

静
嘉
堂
文
庫
所
蔵

『
史
氏
備
考
』
の
本
文
に
よ
る
。

五
井
：
大
坂
人

「行
状
」
に

「光
君
子
、
諒
守
任
、
称
加
助
、

マ
マ

小
字
藤
松
、
自
号
持
軒
、
律
国
大
阪
人
」
、

「
筵
碑
銘
」
に

「
先

生
誨
守
任
。
字
加
助
」
、

「
伝
」
に
は

「
先
生
諒
守
任
。
称
加
助
」

と
あ
る
。

持
軒
：
一
族

「行
状
」
に

「系
出
左

藤
原
魚
名
公
、
公

ーメ
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大
和
郡
山
藩
主
能
登
守
本
多
忠
常
。
宝
永
六
年
没
、

十
世
孫
為
民
部
大
輔
守
貞
、
其
弟
日
守
康
、
先
君
子
其
後
也
、
先

世
食
和
州
五
井
戸
中
谷
辰
巳
三
邑
、
奉
多
武
嶺
祠
事
、
会
乱
兵
侵

之
、
禦
而
不
克
、
乃
失
其
職
、
遂
奔
南
都
、
因
家
焉
、
乃
以
五
井

為
氏
、
其
別
仕
江
都
者
、
井
戸
其
姓
云
」
。
「
墓
碑
銘
」
に
「
其

先
出
子
左
大
臣
魚
名
公
。
公
之
孫
十
世
。
誰
守
貞
、
任
民
部
大
輔
。

其
弟
曰
守
康
、
康
之
裔
、
家
和
州
五
井
戸
郷
、
遂
氏
焉
」
と
あ
り
。

「
伝
」
を
も
総
合
す
る
と
、
持
軒
の
祖
は
代
々
大
和
の
五
井
戸
・

中
谷
・
辰
巳
の
三
邑
を
食
む
多
武
峰
の
社
家
で
あ
っ
た
が
、
永
禄

年
中
、
松
永
氏
の
乱
を
避
け
て
大
和
に
移
り
、
以
後
五
井
戸
に
住

ん
だ
た
め
五
井
を
称
し
た
と
い
う
。
五
井
戸
は
現
奈
良
県
北
葛
城

郡
香
芝
町
大
字
五
位
堂
。

醤
者
…
為
儒
「
行
状
」
に
「
学
習
方
子
向
井
元
升
」
。
ま
た

「
初
為
医
称
重
節
、
治
一
病
婦
、
薬
方
不
適
乃
歎
日
、
本
欲
活
人
、

今
将
害
之
、
翠
無
所
贖
、
遂
為
儒
」
と
見
え
る
。
「
墓
碑
銘
」
で

は
「
初
学
医
方
於
向
井
元
升
、
中
島
長
安
―
―
子
。
療
一
婦
人
、
方

剤
不
違
、
乃
歎
日
。
将
以
活
人
、
反
致
人
死
、
遂
改
業
為
儒
」
と

す
る
。
「
伝
」
に
は
こ
の
記
事
な
し
。
本
文
は
「
墓
碑
銘
」
に
近

、。＇ 本多
侯

享
年
四
十
九
歳
。
『
近
世
叢
語
』
巻
一
の
持
軒
条
に
は
忠
常
と
明

記
さ
れ
る
。
下
野
宇
都
宮
よ
り
入
封
、
元
禄
八
年
か
ら
宝
永
六
年

ま
で
在
位
し
た
。
持
軒
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
未
詳
。
「
行
状
」

で
は
「
郡
山
本
多
侯
、
亦
以
是
歎
賞
焉
、
（
中
略
）
門
人
吉
田
理

平
、
以
文
学
任
子
郡
山
本
多
侯
、
毎
称
君
之
学
行
、
乃
修
聘
使
理

平
来
迎
、
侍
以
客
礼
」
と
い
う
。
「
墓
碑
銘
」
に
は
「
本
多
能
州

侯
、
時
鎮
和
州
郡
山
、
聞
其
名
行
聘
致
之
、
観
其
風
貌
古
朴
、
歎

日
、
難
波
之
土
、
風
尚
奢
俊
、
処
之
四
十
年
、
不
改
其
初
、
翌
常

人
乎
、
乃
請
講
論
語
、
詞
吐
朗
暢
弁
論
明
備
、
侯
大
悦
眼
」
、

「
伝
」
に
は
「
門
人
吉
田
知
行
、
為
本
多
能
登
侯
講
官
、
侯
好
学
、

聞
先
生
名
、
因
知
行
招
之
、
一
見
乃
嘆
服
、
侍
以
師
賓
、
不
肯
、

其
不
為
声
利
見
累
如
此
」
と
あ
る
。

伊
藤
仁
斎

枷
血
者
。
宝
永
二
年
没
、
享
年
七
十
九
歳
。

伊
藤
東
涯
儒
者
。
元
文
元
年
没
、
享
年
六
十
七
歳
。

仲
郁
楊
斎
徳
島
藩
個
者
。
貝
原
益
軒
門
。
元
禄
十
五
年
没
、

享
年
七
十
九
歳
。

貝
原
益
軒
儒
者
。
正
徳
四
年
没
、

享
年
八
十
五
歳
。

恥
軒
貝
原
好
古
。
益
軒
の
養
子
。
元
禄
十
三
年
没
、
享
年
三

十
七
歳
。
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三
輪
執
斎

仰
者
。
延
享
元
年
没
、
享
年
七
十
フ
歳
。
後
出
。

伯
者
た
ち
と
の
交
友
に
つ
い
て
、

「
行
状
」
に
は

「
負
笈
之
京
師

浙
伊
藤
仁
斎
中
村
楊
斎
二
先
生
之
門
、
輿
貝
原
玄
糀
、
益
軒
、
松

下
見
林
諸
先
生
友
善
」
、

「
紐
碑
銘
」
に
は
「
其
所
杓
信
者
、
仲

村
楊
斎
先
生
、
而
先
子
又
興
焉
、
貝
原
二
先
生
、
及
松
下
栗
栖
八

尾
等
諸
老
、
皆
其
所
友
笞
者
也
」
と
あ
る
。

初
宗
宋
儒
：
•

以
気
質
為
説
云

学
風
の
変
化
に
つ
い
て
は

、

「
行
状
」
に
、

「
初
専
従
朱
学
、
晩
不
悉
従
」
、

「
砥
碑
銘
」
に
、

「
初
宗
朱
子
之
学
、
極
其
杓
信
、
晩
年
梢
有
従
違
、
論
性
専
就
気

質
為
説
」。

持

軒

成

…

教

授

「
成
帝
」
は
ー
五
歳
。
「
行
状
」
に
は

「
為
蛮
志
於
学
、
負
笈
之
京
師
」
の
ち

一
時
備
前
に
遊
び
「
復
反

兄
師
、
留
学
凡
十
数
年
、
究
文
十
年
業
成
、
帰
大
阪
、
年
三
十
牟
」

と
あ
っ
て
大
坂
に
帰
っ
た
の
が
究
文
十
年
の
三
十
歳
の
時
で
あ
っ

た
と
知
ら
れ
る
。
「
筵
碑
銘
」
に
は
「
逮
成
蛮
、
遊
学
在
都
、

（
中
略
）
在
京
十
余
年
、
帰
大
坂
、
時
府
下
人
士
、
講
学
者
空
、

先
生
訓
誘
多
年
、
人
知
郷
義
」
と
。
「
伝
」
に
は
「
既
入
洛
、
典

時
諸
名
伯
、
研
窮
程
朱
之
学
、
退
而
講
大
坂
、
数
十
年
負
笈
者
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七
年
没
。
八

不
絶
」
と
い
う
。

南
郭
…
書

『
南
郭
先
生
文
篇
』
巻
十
「
報
五
井

南
郭
は
服
部
南
郭
。
糾
者
。
宝
暦
九
年
没
、
七
十
七
歳
。

在
昔
…
久
芙

〈
本
文
異
同
〉
な
し
。

下
河
辺
…
国
風

「
行
状
」
に

「受
和
歌
長
龍
氏
、
題
詠
数

首
、
不
苦
心
彫
刻
、
得
趣
即
為
、
敏
捷
如
密
」
。
「
伝
」
に
、

「
先
生
幼
同
禅
休
居
、
習
読
写
、
梢
長
志
於
和
歌
。
受
業
下
河
部

長
流
、
万
筵
古
今
等
要
義
」
と
い
う
。

F
河
辺
長
流
は
貞
享
三
年

没
、
享
年
六
十
歳

（六
十
二
、
六
十
三
蔵
説
も
）。

木
下
長
嘘
子

門
の
歌
人
。
疫
安
――-
、
四
年
の
こ
ろ

一
時
大
坂
に
住
ん
で
お
り
、

持
軒
の
入
門
は
こ
の
こ
ろ
か
。
持
軒
十
蔵
か
ら
十

一
歳
の
こ
ろ
。

な
お
持
軒
の
和
歌
と
し
て

『
持
軒
先
生
和
歌
追
稿
』
が
伝
わ
る
。

東

涯
：
行
義

「
経
碑
銘
」

壮

時
：
有
理

〈
本
文
異
同
〉
な
し
。
「
日
本
紀
の
学
」
に
つ

い
て
は
、
持
軒
著
作
と
し
て

『
校
註
日
本
紀
』
の
B
名
が
伝
わ

っ

て
い
る

（『
国
学
者
伝
記
集
成
』）。

梁

田
：
日

「
伝
」。

梁
田
蜆
巌
は
仙
者
。

ハ
歳
。

It
i
」。

（飯

倉

洋

年
八
十
…
日

持
軒
八
十
歳
は
保
五
年
。

膀
咽
速
乙
的
…
乙
木

『
執
斎
先
生
詠
草
』（
高
瀬
武
次
郎
編

『
執
斎
和
歌
集
』

〈『
執
斎
全
占
』
第
十
二
巻
〉
昭
和
二
年
）
享
保

五
年
の
項
に
見
え
る
。
「
浪
華
の
五
井
守
任
加
助
先
生
八
卜
の
賀

に
を
く
る
／
日
に
そ
ひ
て
高
く
そ
仰
く
学
ひ
え
し
こ
A
ろ
の
徳
も

つ
き
ぬ
よ
は
ひ
も
」

碑
日
…
八
十
一

「給
碑
銘
」
〈
本
文
異
同
〉
な
し
。

伝

日
：
八
十

「
伝
」
〈
本
文
異
同
〉
な
し
。
な
お

「
行
状
」

に
は

「
享
保
六
年
辛
丑
閏
七
月
十
八
日
也
」
「
享
年
八
十

こ

と

あ
り
。
「
行
状
」
「
経
碑
銘
」
に
従
え
ば
、
持
軒
は
究
水
十
八
年

二
月
二
十
二
日
生
、
窄
保
六
年
閏
七
月
十
八
日
没
、

年
八

歳
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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